
新
自
由
主
義
vs
新
福
祉
国
家

生
産
の
三
要
素
で
あ
る
「
土
地
」「
資
本
（
保
険
・
年
金
）
」

「
労
働（
雇
用
形
態
）」そ
し
て「
資
源
」の
市
場
化
が
進
む
今
こ
そ

皆
が
参
加
で
き
、
助
け
合
う
社
会
を
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
電
話
は

11
／
22
に
鳴
っ
た

明

日

、
面

接
に
来
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

減

税

日

本

の

選

考

委

員
か
ら
直

接
の
電

話
だ
っ

た
。名

古

屋
で
の
面

接
は
３

分

。

○
五

年

の

補

欠

選

候
補
者
と
同
一
人
物
か
の

確
認
だ
け
で
、
私
の
事
は
良

く
知
っ
て
い
た
。

面

接
の
翌

日

、
東

京
で

河

村

代

表

と

亀

井

静

香

幹
事
長
と
面
会
す
る
。

亀

井

先

生
と
は
長
く
な

っ
た
。
志

帥

会

時

代
の
話

か
ら
だ
か
ら
。

後
か
ら
聞
い
た
の
だ
が
、

出
馬
妨
害
は
相
当
な
も
の

で
、
骨
が
折
れ
た
そ
う
だ

（
比

例
の
ご
た
ご
た
も
そ

の
一
つ
で
、
各

位
の
ご
尽

力
に
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
）
。

当

初

、
維

新
で

出

馬
か

、

と
云
わ
れ
た
が
政
策
に
一
部

不
一
致
が
見
ら
れ
た
。

三
党
の
関
係
者
か
ら
話

維

新
の
主

張
は
「
規

制

緩
和
」
で
既
得
権
（
特
権
）

を
打
破
す
る
、
で
あ
る
。

確
か
に
、
社

会

福

祉

法

人
の
補

助

額
注

１

は

大

き

く

、

各

種

特

典
注

２

も

付

与

さ

れ

て

い

て

、

福

祉

に
回
る
べ
き
金
で

蓄

財
注

３

す
る
者
も
い
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の

原
資
の
大

半
は

社

会

保

障

費
で
あ
り
税
金

（
消

費

税

）
だ

。
こ

の

是

正
は
必
要
だ
。

ま

た

、
維

新

、
み
ん
な

の

党

は

公

務

員

改

革

も

唱
え
て
い
る
。
ブ
レ
ー
ン
の

古

賀

茂

明

氏

の

著

書
注

４

で
も
自
分
の
都
合
の
い
い

仕
事
し
か
し
な
い
公
務
員

の

存

在
注

５

を

描

写

し

て

お
り
、
市
議
時
代
の
体
験

か
ら
共
感
を
覚
え
る
注
６

。

し

か

し

、
維

新

、
自

民

党
は
「
労
働
の
自
由
化
で

雇

用
を

増
や
す
」
と

唱

え

「
世
界
一
企
業
が
活
動
し

や
す
い
国
」
に
日
本
を
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

最
低
賃
金
制
度
撤
廃
×

こ
れ
は
基

本

的

人

権
の

侵

害
の
み
な
ら
ず
、
憲

法
、

民

主

主

義
へ
の
挑

戦
で
あ

る
注
７

。

で

も

、

維

新

・

み

ん

な

関

係

者

と

は

勉

強

会

や

政

治

談

義

を

通

し

て

多
く
の
仲
間
が
出
来
た
。

「
自
立
」
で
は
一
致

サ
ッ
チ
ャ
ー
・
レ
ー
ガ
ン
政

権
が
行
っ
た
規

制

緩

和
→

過
ぎ
た
競

争
に

よ

る

景

気

回

復
に
は
賛

同
で
き
な
い
が
、

特
権
世
襲
排
除
・
富
の
偏

在
の
打

破

、
公

務

員

改

革

、

日
本
の
真
の
「
自
立
（
日
米

安

保
・
日

米

地

位

協

定
・

日
米
原
子
力
協
定
の
見
直

し
）
」
に
於
い
て
は
意

気

投

合
で
き
た
。

お
金
で
量
れ
な
い

社
会
が
生
き
残
る

安

全
・
安

心
が
保

険
・

年

金
に
代
わ
り
、
そ
の
大

小
は

金

額
で
量
れ
、
金

額

が
少
な
い
と
不
安
に
な
る
の

が
グ
ロ
ー
バ
ル
＝
市

場

化

経
済
の
特
質
で
あ
る
。

で

は

、
お

金

の

大

小

が

す
べ
て
な
の
か
？

私
の
教
え
子
が
徳

之

島

に
医
師
と
し
赴
任
し
た
。

島
の
平

均

年

収
は
一

六

○
万

円
だ
が
、
そ
の

割

に

は

島
の
人
は
幸
せ
と

聞

き

、

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

「
住

民
は
何
で
も
市

役

所
に
頼
む
（
筑

紫

野

市

職

員

）
」
で
は
職

員

＝
お
金

の
大
小
が
す
べ
て
だ
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
金
の
大

小
に
左
右
さ
れ
な
い
住
民
の

助
け
合
い
、
近
隣
の
た
め
に

自
分
の
時
間
を
快

く
差

し

出
せ
る
仕
組
み
、
風
土
を
創

っ
た
基

礎

自

治

体

＝
社
会

が
生
き
残
り
、
真
の
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

注４◆日本中枢の崩壊(講談社)p62。
注５◆市民の安全安心を司る災害情報のＨＰの更新が年度末からなされず、再三指摘しても、無視。挙げ句は抗弁され、夏を迎えた。
注６◆私は同僚議員から「地元の陳情を職員にお願いしないといけないだろう。職員とは仲良くやらないといけない。いくら正しくとも

ぐっと我慢しないと市職員にやってもらえないよ。次(の選挙)もあるのだから」とアドバイスを受ける。
注７◆企業が活動しやすい環境とは世界統一のルールに従う事で、そのため、裁判、会計制度、建築基準、車検制度、

消費者を守る法制、雇用慣行・制度(文化？)まで、民主主義(国会)で決められた法律の変更が求められる。

注１◆一昨年９月、筑紫野市内に老人
福祉施設の許可申請が為され、
建設業界関係者は「総額10億
円」の仕事と、話を聞いていた
が、市には30億円で見積もら
れ、７割が市から補助される事
が聞き取り調査で確認された。

注２◆社会福祉法人には消費税、法人
税、固定資産税、市町村・都道
府県民税、不動産取得税、特別
土地保有税、さらに、相続税、
他、多くの減免特典が存在す
る。

注３◆県内の障がい者70数名が通う施
設の内部留保が１億円と記載さ
れていた（情報公開資料調
べ）。
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